
人生の
先輩

健康の秘訣をお聞きしました

「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。

広報かすみがうら　令和 7 年 11 月 20 日
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広報かすみがうら　令和 7 年 11 月 20 日

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。12月3日水までに情報広報課（〒300-0192大和田562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。

巨木・名木を
まとめた本が完成！

市内の樹木調査と本の刊行
　「広報かすみがうら」令和 5 年（2023）6 月 20
日号では、旧出島村や旧千代田町が取り組んだ、巨
木・名木などの緑の歴史遺産を後世に伝えるための
取り組みを紹介しました。その際、わたしたち「か
すみがうら市市民学芸員の会」では、市内所在の巨
木・名木の再調査を実施している旨を記載しました。
調査は令和 3 年 11 月 4 日～令和 6 年 6 月 26 日と
いう長期間にわたって実施し、会員 24 名（調査当時）
があたりました。
　そしてこのほど、ついに調査成果をまとめた本『か
すみがうら市の巨木名木』が完成しました。樹木の
写真を豊富に掲載し、紹介文は市民目線の分かりや
すい内容にまとめました。市内の巨木・名木の魅力
を堪能していただける内容になったのではないかと
自負しています。

◀本を紹介する小松﨑定男さん

市民学芸員で樹木医の小松﨑定
男さんが、市内の巨木や名木を
まとめた本『かすみがうら市の
巨木名木』について話してくれ
ました。

　『かすみがうら市の巨木名木』の刊行を記念し、講演会
を開催します。来場者には『かすみがうら市の巨木名木』
をプレゼントします（1 家族 1 冊まで）。多くの方のご参
加をお待ちしています。

市民学芸員による市内の巨木・名木の講演会を開催

日時：12 月 14 日日　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
会場：かすみがうら市歴史博物館研修施設

演題①：「旧出島村の名木選定事業」
講師：飯塚良哉氏（元出島村役場文化財担当）
演題②：「出島のシイと地域コミュニティ」
講師：木村治美氏（樹木医）
演題③：「千代田の巨木名木 10 選」
講師：江川浩士氏（『かすみがうら市の巨木名木』編集者）
演題④：「地域の宝　下大津の桜を後世に」
講師：小松﨑定男氏（樹木医）

問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017
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12 月 図書館カレンダー

★クリスマスお話会★
12 月 13 日土
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

◉開館時間
水金（平日）：午前９時～午後８時
火木（平日）：午前９時～午後６時
土日㊗：午前９時～午後５時
◉休館日
月曜日（祝日の場合はその翌日）、
図書整理日

ホームページでは、利用案内や図書検索
など図書館の情報を掲載しています▶

お気に入りの本を見つけに図書館へ行こう
　読書アプリや書店の魅力的な POP、新聞の書評など、心惹かれる本の探し方はさ
まざま。図書館では、毎月の特集や利用者から寄せられた感想など、新たな出会いの
入口をご用意しています。趣味に関する本を読み比べたり、未開拓の作家の作品に触
れたり、まだ知らない世界を気軽に冒険できるのも図書館の魅力のひとつです。普段
は手に取らないジャンルの書架にも、あなたを待っている本があるかもしれません。

毎月の特集は、図書館 HP
生涯学習課インスタグラムをチェック▶

特集コーナー
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展 示 や 特 設 コ ー ナ ー は、
季 節 や 時 事 に 合 わ せ て
色 々 な 本 が 登 場 し ま す。
お す す め し た い 本 に 出
会 っ た ら ぜ ひ 感 想 コ ー
ナーで紹介してください。

印象的な一節や読者の感想など、帯
の掲示は本の魅力満載のカタログ。

問 図書館 ☎ 029-897-0647

食は健康維持の要
かなめ

　今回は、市食生活改善推進協議会会長の古
こわたり

渡
直
な お こ

子さんにお話を伺いました。
　「毎日の食事は、健康と直結するもの。塩分
を控え、骨を丈夫に保つことは、健康を維持す
るために重要なことです。毎日の食事を工夫し、
バランス良く食べることを習慣化できるよう、
推進員として活動しています。かすみがうら祭
では『カルシウム強化ごはん・減塩味噌汁』を
無料提供しました。どちらもおいしいと、来場
者に大盛況でした。また、仲間との時間も健康
維持には欠かせないもの。食で繋がった縁がさ
らに縁を呼び、仲間が増えることで体だけでな
く、心に張りが出ると感じています」

▲かすみがうら祭で健康食を配布する様子

▲かすみがうら市食生活改善推進協議会の皆さん
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